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チーム別相談会を6/16・7/21・8/18に開催しました

2026年度 ＭＱＩ活動予定表

第31回MQI活動
2026年度 MQI 統一主題

挑戦を確かな実現へ
～未来につなげる病院づくり～
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各チームと推進委員
で進捗状況や困って
いること、疑問点な
どを確認・検討しま
した。
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活動テーマ
チーム名
主体部署

リーダー・サブリーダー

チームの活動紹介 担当推進委員のコメント

『入院患者の他科診察依頼の
仕組みをスムーズにするため
の見直し』

チーム名：ぐるぐるれんけい

主体部署 ：看護部
リーダー ：笹間捺綺
サブリーダー：湯浅朋子

他科診察依頼について、より確実で円
滑な連携を目指し改善活動を行ってい
ます。医師・看護師へアンケートから
問題点を抽出し、その結果をもとに要
因分析を行い、医師・看護師・病棟ク
ラーク・事務それぞれの役割を整理し
た新フローを作成しました。現在新フ
ローでの他科診察依頼を実施していま
す。今後アンケートを通して評価を行
い、効率的な運用を目指していきます。

各部署における他科診察依頼の細か
な手順の違いを見直し、医師・看護
師・病棟クラーク・事務それぞれの
意見を取り入れ、新フローを作成し
ました。現在、新フローでの他科診
察依頼を行っており、新フローの不
具合などはその都度検討しブラッ
シュアップを行っているところです。
より良いフロー完成のため、皆様の
ご協力をよろしくお願いします。

『入院が事前に決定している
紹介患者が円滑に入院できる
仕組みをつくる』

チーム名：スムージー
（Smooth-ie）

主体部署 ：入退院支援室
リーダー ：伊東美咲
サブリーダー：久保翔也

紹介入院患者さんが円滑に入院できる
仕組みづくりを目指して活動していま
す。関係部署への聞き取りで現場の課
題や負担を洗い出すとともに、入院当
日の患者さんの待ち時間などのデータ
を分析しました。その結果に基づき、
各部署との調整を重ね、患者さんの待
ち時間短縮と現場の負担軽減を両立す
る新しい入院フローを構築しました。
現在、対象は少ないですが、今後の業
務拡大、定着に向け改良を重ねて行き
たいと思います。

各部門ごとの認識の違いに苦慮しつ
つも、できる部分から業務を見直し
検討しています。急に状況が変わる
取り組みではありませんが、長期的
に見て役立つものととらえています。
活動を通じて更に良いフローができ
るよう努力してまいりますので、引
き続き皆様のご理解とご協力をお願
い致します。

『透視室の混雑を軽減し検査
を円滑に行う』

チーム名：ラジエーション
ハウス

主体部署 ：放射線科
リーダー ：中澤宏哉
サブリーダー：岡村春菜

安田惠里佳

本活動では透視室の混雑軽減と検査の
円滑化を目指す取り組みを行っていま
す。健診胃透視や下肢全長撮影の待ち
時間短縮、他部署と連携した物品整備
と検査室の環境整備を進めています。
これらの対策を定着させ、患者さんと
スタッフ双方にとって負担が少なく、
検査をスムーズに行える環境を構築し
ていきます。

午前中に施行する検査を中心に混雑
の状況把握や原因追求を進め、具体
的な対策立案を検討しています。
現状では透視室そのものの設備の見
直しが必要であることや、検査の手
順にも改善点があることが分かりま
した。今後も他部署のご意見を取り
入れながら、より良い運用方法を模
索していきます。

『服薬簡素化・減薬による
ポリファーマシー対策』

チーム名：おくすり
スマート化計画

主体部署 ：薬剤科
リーダー ：葛千賀子
サブリーダー：石本飛鳥

服薬簡素化・減薬によるポリファーマ
シー対策をテーマに活動しています。
内科医師向けに今回の活動について説
明し、薬剤師が使用する業務フローや
テンプレートを改訂しました。ポリ
ファーマシーに取り組んできた基盤を
もとに、入院患者さんに関わる医師、
看護師、言語聴覚士との情報連携を強
化し活動をすすめていきます。

当院では2016年からポリファーマ
シー対策に取り組んできました。
今回の活動では、患者さんの退院後
の療養環境を考慮し、服薬回数を減
らす服薬簡素化についても多職種で
取り組んでいきます。
職員の皆さんの御理解、御協力をお
願い致します。

半日で計画を立てる会から、約4か月が経過しようとしています。
各チームの進捗状況はいかがでしょうか？AIは活用できていますか？
活動が停滞している場合には、MQI推進委員会で相談することもできる
ので担当推進委員に確認してみてください。


